
 

 

給食
きゅうしょく

だより 
令和
れいわ

５年
ねん

 

７月号
が つ ご う

 

いよいよ夏
なつ

本番
ほんばん

をむかえようとしています。暑
あつ

いからといって、クーラーの効
き

い

た部屋
へ や

でゴロゴロしたり、冷
つめ

たい飲
の

み物
もの

ばかり飲
の

んだり食
た

べたりしていると、体
からだ

が

だるくなり、夏
なつ

バテしてしまいます。もうすぐ夏休
なつやす

みが始
はじ

まりますが、学校
がっこう

がある

時
とき

と同
おな

じように早寝
は や ね

・早
はや

起
お

きを心
こころ

がけ、食事
しょくじ

をしっかりとって、元気
げ ん き

いっぱいの楽
たの

しい毎日
まいにち

を過
す

ごしましょう。 

 

毎月
まいつき

１９日
にち

は食 育
しょくいく

の日
ひ

 流 山 市 立 新 川小学 校
ながれやましりつしんかわしょうがっこう

 

7月
がつ

7日
か

は七夕
たなばた

 

暑
あつ

さに負
ま

けず、夏
なつ

を元気
げ ん き

に過
す

ごそう！ 

 

 

 

 

牛 乳
ぎゅうにゅう

も忘
わす

れずに！ 

夏休
なつやす

みに入
はい

ると飲
の

まなくなる人
ひと

もいるようです。成長期
せいちょうき

の吸
きゅう

収率
しゅうりつ

のよいカルシウム源
げん

として、

夏
なつ

のスタミナとして、おやつや食事
しょくじ

のときに飲
の

みましょう。乳
にゅう

アレルギーのある人
ひと

や牛 乳
ぎゅうにゅう

が

苦手
に が て

な人
ひと

は、豆乳
とうにゅう

や小魚
こざかな

などで補
おぎな

いましょう。 

七夕
たなばた

は中国
ちゅうごく

の古
ふる

い伝説
でんせつ

がもとになっているといわれ

ています。昔
むかし

、はたおりが上手
じょうず

な「織姫
おりひめ

」と牛
うし

飼
か

いの

「彦星
ひこぼし

」が結婚
けっこん

しましたが、自分
じ ぶ ん

の仕事
し ご と

をおろそかにし

二人
ふ た り

で遊
あそ

んでばかりいたため、天
てん

の神様
かみさま

は二人
ふ た り

を天
あま

の川
がわ

の両岸
りょうぎし

に引
ひ

きはなしました。ただし、1年
ねん

に 1度
ど

、7月
がつ

7日
か

の夜
よる

だけ会
あ

うことがゆるされました。これが、「織姫
おりひめ

」

と「彦星
ひこぼし

」の伝説
でんせつ

です。 

 

七夕
たなばた

には「そうめん」を食
た

べて邪気
じ ゃ き

を払
はら

い、無病
むびょう

息災
そくさい

を願
ねが

う風習
ふうしゅう

があります。これは、中国
ちゅうごく

の伝説
でんせつ

と食
た

べ物
もの

に由来
ゆ ら い

する

もので、もとはそうめんではなく「索
さく

餅
べい

」というお菓子
か し

が食
た

べられていました。索
さく

餅
べい

は、小麦粉
こ む ぎ こ

や米
こめ

粉
こ

に水
みず

を加
くわ

えて練
ね

り、

縄
なわ

のような形
かたち

にねじったもので、そうめんの原型
げんけい

とされてい

ます。 

塾
じゅく

などで夕食
ゆうしょく

が

遅
おそ

くなる場合
ば あ い

は、2

回
かい

に分
わ

けて食
た

べる

などの工夫
く ふ う

をしま

しょう。 

夜
よ

ふかしや、夜
よる

遅
おそ

く

に食
た

べることは控
ひか

えましょう。 

夏
なつ

野菜
や さ い

など、旬
しゅん

の 食材
しょくざい

を取
と

り

入
い

れましょう。 

おなかをこわした

り、食欲
しょくよく

がなくなっ

たりする原因
げんいん

になり

ます。 

汗
あせ

をたくさんかいた

ときには、塩分
えんぶん

も

一緒
いっしょ

にとりましょ

う。 


